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初の女性設計技術職社員の入社 

 

女性も男性もやりがいを感じられる仕事 

社員一丸となって
最高の船を作る 
一体感 
 

 
 

「設計の要望に応えられるように計算・配置をし
て、より良い船を考えていくのが楽しいです。」 

２０１４年完成の清潔感溢れる新社屋 

 

部署内で相談しやすい距離感で疑問点もすぐ
に解決出来ます。 

「造船業といえば男性」というイメージが強く、我が社の職員は

男性の比率が高く、女性職員には主に事務職として活躍してもらっ

ていました。しかし、少子高齢化や都会への人材流出の中で、性別に

とらわれない幅広い優秀な人材の確保を目的とし、新たに設計部の

技術職に女性を採用しました。 

現在、その女性職員は入社して１年目で、設計部基本計画課に配

属され、基礎的な設計業務や現場での業務を行っています。今後は、

男性も女性も関係なく社員それぞれが能力を発揮し、活躍すること

を期待しています。また、設計部以外の部署にも幅広く女性を受け

入れていきたいと考えています。 

 

会社の概要 

山中造船株式会社 

代表者：浅海 真一(代表取締役社長) 

所在地：愛媛県今治市吉海町本庄 951 番地 5 

資本金：90,000,000 円 

事業内容：船舶製造及び修繕  

従業員数：５２名 

（令和３年４月時点） 

 

 

URL : http://www.yamanaka-zousen.co.jp/ 

          

総務・設計それぞれの部署で女性職員が活躍しています。そして全職員、
部署間で協力しながら造船というスケールの大きな仕事に取り組んでいま
す。 

２０１４年に大島工場が完成し、新しい本社では女性専用ロッカ

ー室等があり、男女共に働きやすい環境になっています。月・水・金

と持ち回りで清掃活動にも取り組み、常に清潔な環境で働くことが

できています。 

現在は総務・設計で合計７名の女性社員が勤務しています。圧倒

的に男性の多い職場ですが、場面によっては女性ならではの視点を

活かして仕事に取り組んでおります。 

勤務の態勢については、お互いに助け合いながら仕事の調整がで

きており、休みも取りやすく、産休・育休もしっかりとれています。

このことはプライベートの充実につながり、仕事のパフォーマンス

もアップしています。 

職員の実力を存分に発揮するためには、受入れ態勢の充実も大切

だと考えておりますので、今後も女性の幅広い受け入れを積極的に

行い、またその他様々な意見を聞いた上で社内環境改善に取り組ん

でいきます。 

 

山中造船株式会社（愛媛県今治市） 
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